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時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、

気
淑
く
風
和
く
。

梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
き
、

蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
す
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第18回通常総代会を開催しました。

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
七
日
（
土
）
に

山
ノ
内
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
十
八

回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
代
総
数
二
〇
〇
名
の
う
ち
本
人
出
席

七
十
五
人
、
書
面
出
席
九
十
九
人
、
合
計

一
七
四
人
の
出
席
で
、
総
代
会
議
長
に
山
ノ

内
地
区
選
出
総
代
の
山
本
政
宏
さ
ん
を
選
出

し
て
議
事
が
行
わ
れ
、
上
程
さ
れ
た
九
議
案

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

平成30年度は、長野労働局から労働安全特別管理指導事業

場指定を受け、中野労働基準監督署の指導調査による是正勧告

書と指導票から様々な指摘をされましたので、役職員一丸となっ

て違反事項や指導事項への改善に取り組んでまいりました。

管理体制としては、委員の半数以上を労働組合推薦の委員と

する安全衛生委員会を設置し、安全委員会と衛生委員会を毎月

1回開催し､また両委員会で安全衛生パトロールを実施して安全

衛生指導を行ってまいりました。

安全衛生教育では、伐木業務従事者研修やリスクアセスメン

ト研修等を開催し、基本知識の再確認や各作業における作業手

順書を作成周知するなどし､労働安全衛生知識の啓発に取り組

みました。

装備面では、ワイヤーロープの適切な維持管理のため、ワイ

ヤーロープ廃棄基準を作成し維持管理の適正化に取組み、新た

に取扱いが容易で高強度な繊維ロープの導入など行ってまいり

ました。このような取組みにより、４日以上の休業となる労働災

害はゼロとなり、新年度では労働安全特別管理指導事業場指定

の解除となる見込みです。

収益では指導が5，411千円（前年対比108％）、販売が

11，771千円（前年対比107％）、利用が230，511千円（前年対

比104％）と前年実績を上回りましたが、森林整備では請負事業

の発注が少なかったため74，990千円（前年対比56％）で、全体

収益では335，115千円（前年対比89％）でした。これに対する

費用が全体で213，994千円（前年対比76％）と大幅に減少しま

したので、事業総利益は121，121千円（前年対比124％）と増

益となり、これから事業管理費を差引いた事業利益は△722千

円でしたが、事業外損益を加えた経常利益では1，019千円とな

り、法人税等を差引いた当期剰余金は366千円となりまして、平

成26年度以来の剰余金を計上することができました。

事　業　総　損　益
　　収　　　　　　益
　　費　　　　　　用
　　　事　業　総　利　益
事　業　損　益
　　　人　件　費
　　　旅費交通費
　　　事　務　費
　　　業　務　費
　　　諸税負担金
　　　施　設　費
　　　雑　　　費
事　業　管　理　費　計
事　業　利　益
事　業　外　損　益
経　常　利　益
特　別　損　益
税　引　前　当　期　利　益
法　人　税　・　住　民　税
当　期　剰　余　金
前　期　繰　越　剰　余　金
当　期　未　処　分　剰　余　金

335,115
213,994

82,045
1,097
2,356
5,519
3,251
26,680
895

121,121

121,843
-722
1,741
1,019
50

1,069
703
366
0

366

（単位 千円）

損 益 計 算 書

※千円以下については四捨五入ですが、合計を合わせるために切捨、切上しております。

平成30年度　剰余金処分案
(単位 千円)

Ⅰ 当期未処分剰余金

Ⅱ 法定準備金戻入

Ⅲ 剰余金処分額

　1.法定準備金
　2.任意積立金

Ⅳ 次期繰越剰余金

366

217

583

583
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組
合
員
と
職
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

木材生産は民有林の受託林産事業が
主体となりましが、前年より2,471㎥多
い17,742㎥を生産しました。
森林整備では国有林の生産請負が

なく、県・市町村・林業公社等の事業も
9,967千円と少ない中で､森林所有者
との受委託契約による受託森林整備を
主体として事業を行いました。受託森林
整備取扱高は140,690千円となり､そ
の収益である管理費収入は37,558千
円（前年対比125％）となりました｡林業
再生事業と支援交付金事業が減少した
こともあり、収益では74,990千円（前
年対比56％）と大幅に減少しました。
利用では、調査収入、利用料、利用事

業で前年よりも大幅な増収益となりまし
た。受託利用事業（除雪）は入札により1
路線減少し、収益は105,472千円（前
年対比90％）でしたが、燃料費と修繕費
の減少から費用は58,603千円（前年対
比79％）となり、利益増となりました。利
用全体の収益は230,511千円（前年対
比104％）という結果になりました。総代会では、受託林産事業において、素材生産の取扱量が特に優

れていた、団体および個人の表彰を行っており、下記の２名の方に

感謝状と金一封が贈られました。

また、職員へは、全国森林組合連合会と長野県森林組合連合会の

永年勤続表彰の伝達が行われました。

平成30年度受託林産事業素材生産量第1位

団体の部　木島平村	 瑞穂木材（株）	様	 出材量680㎥

個人の部　山ノ内町	 児玉ふみ子	 様	 出材量669㎥

永　年　勤　続　職　員

業務課長	 堀澤正彦	 勤続20年以上（県森）

利用事業室長	 滝沢良一	 勤続20年以上（全森）

利用事業班長	 望月芳文	 勤続10年以上（全森）

林産班班長	 畔上岳雄	 勤続10年以上（県森）

利用事業班員	 山崎勇人	 勤続10年以上（県森）

部　門　別　損　益
平成31年2月28日現在

　･収　　　･益
（単位	千円）

部 門 金 額 備　　考

指 導 部 門 5,411	 賦課金、実費収入

販 売 部 門 11,771	 販売品・林産品売上、手数料　他

森
林
整
備
部
門

森林整備 74,990	 森林整備収入、森林請負収入、治山工事収入　他

利 用 230,511	 調査収入、利用料、利用事業収入、受託利用事業収入　他

福利厚生 1,114	 家賃収入共済保険手数料

購 買 11,311	 事業物資売上生活物資売上

金 融 7	 事業資金貸付利息林業改善資金取扱手数料

合 計 335,115	

費 用

部 門 金 額 備　　考

指 導 部 門 5,575	 総代会経費、広報紙発行費　他

販 売 部 門 3,048	 販売品・林産品原価　他

森
林
整
備
部
門

森林整備 47,702	 森林整備費、森林請負費、治山工事費　他

利 用 147,911	 調査費、利用施設維持費、利用事業費、受託利用事業費　他

福利厚生 452	 施設管理費

購 買 9,304	 事業物資売上原価生活物資売上原価

金 融 2	 事業資金借入利息

合 計 213,994	

受託販売取扱高 1,348	千円
受託林産取扱高 137,803	千円
受託森林整備取扱高 140,690	千円 受賞者を代表の謝辞　瑞穂木材㈱代表取締役　宮崎様

貸　･借･　対　･照　･表　　平成31年2月28日現在　（単位　千円）		
科　目 金額 科　目 金額 科　目 金額 科　目 金額

資･産･の･部 負･債･の･部 純資産･の･部

流動資産 流動負債 出資金
現金 482 建物付属設備 170 受託販売預り金 104,897 払込済出資金 91,800

預金 353,765 一括償却資産 0 買掛金 286

売掛金 11,474 土地 34,631 未　	払	　金 27,293 資本剰余金
未収金 119,735 森林 0 未払法人税等 703 資本準備金 656

短期貸付金 2,000 有形固定資産合計 90,417 短期借入金 2,000 資本剰余金合計 656

立替金 118,750 前受金 1,715

仮払金 10,180 無形固定資産 前受収益 273 利益剰余金
前渡金 0 水利権 215 貸倒引当金 0 法定準備金 183,815

貸倒引当金 △	840 ソフトウェア 12,038 預り金 26,734 任意積立金

有価証券 0 無形固定資産合計 12,253 未払費用 0 (1) 損失補填積立金 259,805

たな卸資産 5,899 (2) 除雪車購入積立金 10,000

その他 579 外部出資その他資産 流動負債合計 163,901 当期未処分剰余金

系統出資金 10,250 当期剰余金 366

系統外出資金 1,120 固定負債 前期繰越剰余金 0

流動資産合計 622,024 差入保証金 0 農林漁業資金借入金 0

固定資産 預託金 274 退職給付引当金 24,787 利益剰余金合計 453,986

外部出資合計 11,644 役員退任慰労給付引当金 1208

有形固定資産
建物 34,435 固定負債合計 25,995 純資産合計 546,442

構築物 12,569 固定資産合計 114,314

機械装置 7,079 負･債･合･計 189,896

車輌運搬具 1,500

工器具備品 33 資･産･合･計 736,338 負債・純資産合計 736,338

※千円単位で記載するため端数調整しています。　　　　　　
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平
成
三
十
一
年
度
も
新
系
統
運
動
の
北
信
州
森
林
組
合
運
動
方

針
目
標
達
成
に
向
け
、こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
継
続
し
更
な
る
向

上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
月
に
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
案

が
成
立
し
、森
林
環
境
税
徴
収
は
令
和
六
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、

森
林
環
境
譲
与
税
と
し
て
今
年
か
ら
市
町
村
に
配
分
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。新
た
な
税
制
度
の
元
と
な
る
、新
た
な
森
林
管

理
制
度
も
今
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。こ
の
制
度
は
、適
正
な
森
林
管

理
、森
林
経
営
が
行
わ
れ
る
見
込
み
の
無
い
森
林
に
つ
い
て
、市
町

村
に
適
正
な
管
理
を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
、そ
の
た
め
に
森
林

環
境
譲
与
税
を
あ
て
る
と
い
う
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
で
は
、森
林
組
合
が
組
合
員
や
森
林
所
有
者
と
経
営

管
理
委
託
契
約
を
し
て
い
る
森
林
に
つ
い
て
は
、適
正
な
管
理
、森

林
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
森
林
と
い
う
位
置
付
け
に
な
り
、市
町
村

管
理
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、皆
様
の
森
林

に
対
し
て
、よ
り
一
層
、経
営
管
理
委
託
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
と
考

え
て
お
り
、新
た
な
森
林
管
理
制
度
に
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
度
の
取
扱
計
画
は
、収
益
三
億
三
千
九
百
六
十
九
万
円
、

受
託
販
売
五
十
万
円
、受
託
林
産
一
億
一
千
万
円
、受
託
森
林
整
備
一
億
円
で

合
計
五
億
五
千
十
八
万
円
程
の
取
扱
い
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、冬
季
事
業
の
受
注
と
そ
の
事
業
実
行

の
た
め
、除
雪
車
両
の
適
正
な
維
持
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、車
庫
建

設
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、野
沢
温
泉
村
の
旧
物
産
セ
ン
タ
ー
に
関
係
す
る
固
定
資
産
を
有
効

活
用
す
る
た
め
の
処
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
九
号
議
案
で
左
表
の
十
六
名
に
つ
い
て
、除
名
を
決
定
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
内
、郵
便
が
届
か
な
い
方
、所
在
不
明
者
が
二
名
で
す
。そ
し

て
、そ
の
他
の
方
に
は
、こ
れ
ま
で
何
度
も
納
入
の
お
願
い
を
行
っ
て

き
て
い
ま
す
。ま
た
、同
時
に
脱
退
届
の
提
出
を
勧
め
て
い
ま
す
。広

報
誌
で
も
広
報
し
ま
し
た
が
、ま
っ
た
く
応
じ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

の
で
、今
回
３
年
以
上
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
、除
名
に
つ

い
て
附
議
し
、決
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、除
名
決
議
通
知
書
に

よ
り
弁
明
の
機
会
を
設
け
る
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、異
議
、

弁
明
に
つ
い
て
の
申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、皆
さ
ん
同

意
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
、今
回
の
議
決
に
至
り
ま
し
た
。

出
資
金
に
つ
い
て
は
、未
納
賦
課
金
と
の
相
殺
を
優
先
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、相
殺
後
残
金
の
請
求
等
に
つ
い
て
は
、総
務
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平
成
31
年
度
事
業
計
画

組
合
員
の
除
名
に
つ
い
て

（単位 千円）
平 成 31 年 度   損 益 計 画

339,686
219,062

119,690

700

0

120,624

934

1,634

1,634
703
931
0

931

事 業 総 損 益
　　　収　　　益
　　　費　　　用
　　　　事業総利益
事 業 管 理 費
　　　　事 業 利 益
事 業 外 損 益
　　　　経 常 利 益
特　別　損　益
　　税引前当期純利益
　　法人税・住民税
　　当  期  剰  余  金
　　前期繰越剰余金
　　当期未処分剰余金

平成31年度部門別損益計画
収　　　益 費　　　用

（単位	千円) （単位	千円)

部 門 金　　額 備　　　考 部 門 金　　額 備　　　考

指 導 部 門 4,800	 賦課金、実費収入　他 指 導 部 門 4,970	 総代会経費、広報発行費　他

販 売 部 門 18,575	 林産立木売上　受託販売・林産手数料　他 販 売 部 門 7,560	 木材購入費　林産立木購入費　他

森
林
整
備
部
門

森 林 整 備 93,200	 森林整備収入、森林請負収入、治山工事収入　他 森
林
整
備
部
門

森 林 整 備 69,000	 森林整備費、森林請負費、治山工事費　他

利 用 207,941	 調査収入、利用料、利用事業収入、受託利用事業収入　他 利 用 125,100	 調査費、利用施設維持費、利用事業費、受託利用事業費　他

福 利 厚 生 1,203	 家賃収入共済保険手数料 福 利 厚 生 300	 施設管理費

購 買 13,960	 事業物資売上生活物資売上 購 買 12,130	 事業物資売上原価生活物資売上原価

金 融 7	 事業資金貸付利息林業改善資金取扱手数料 金 融 2	 事業資金借入利息

合 計 339,686	 合 計 219,062

受託販売取扱高 500
受託林産取扱高 110,000
受託森林整備取扱高 100,000

除名対象人数
地　区 賦課金未納期間 対象人数

中野
平成28年度から未納 1名

小計 1名

飯山
平成27年度から未納 6名
平成28年度から所在不明 2名

小計 8名

山ノ内
平成27年度から未納 2名

小計 2名

木島平
平成27年度から未納 3名

小計 3名

野沢温泉
0名

小計 0名

豊田
平成27年度から未納 2名

小計 2名
合計 16名
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職員コンプライアンス研修会を開催しました。
　
長
野
県
森
連
か
ら
講
師
を
招
き

開
催
し
ま
し
た
。

一
月
十
日
に
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
か
ら
森
林

組
合
監
査
士
の
牛
島
氏
を
招
い
て
職
員
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
事
務
職
員

二
十
一
名
、
技
能
職
員
十
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

前
日
の
大
雪
で
除
雪
作
業
等
に
従
事
す
る
者
を
除

い
た
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
「
森
林
組
合
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
入
門
」
と
題
し
て
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
味
つ
い
て　

時
代
の
変
化

と
と
も
に
そ
の
意
味
も
変
化
を
遂
げ
た
。

○
某
企
業
の
事
件
を
題
材
に
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
よ
り
、社
会
か
ら
の
要
請
の
変
化
に
つ
い
て
討
議
。

○
従
業
員
と
し
て
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
。

○
最
近
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反

案
件
に
つ
い
て
。

と
短
時
間
で
し
た
が
中
身
の
濃
い
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

事
務
職
員
だ
け
で
な
く
技
能
職
員
が
出
席
し
た
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
は
県
下
で
二
例
目
だ
そ
う

で
す
。

参
事	

田
中　
　

忠

　
　
総
務
課

総
務
課
長
代
理	

小
林　

和
江

会
計
主
任
・
会
計
係
長	

丸
山
久
美
子

　

会
計
係
担
当	

原　
　

佑
太

　
　
　

〃	

土
屋　

美
穂

総
務
係
長	

高
橋　
　

優

　

総
務
係
担
当	

荒
井　

和
恵

　
　
業
務
課

業
務
課
長	

堀
澤　

正
彦

業
務
係
長	

南
都　
　

寛

機
関
造
林
担
当	

平
田　

昌
美

庶
務
・
シ
ス
テ
ム
担
当	

中
沢
千
恵
子

集
約
化
担
当

　

中
野
市
担
当	

長
澤　

正
也

　
　
　

〃	

高
柳　

秀
行

　

山
ノ
内
町
担
当	

尾
淵　

義
輝

　
　
　

〃	

中
山　

尚
士

　
　
　

〃	

川
久
保　

純

　
　
　

〃	

清
水
謙
士
郎

　

木
島
平
村
担
当	

関　
　

真
一

　
　
　

〃	

宮
崎　

則
明

　

飯
山
市
野
沢
温
泉
村
担
当	

河
野　
　

透

　
　
　

〃	

丸
山　

幸
裕

　
　
利
用
事
業
室
（
飯
山
市
新
町
庁
舎
内
）

利
用
事
業
室
長	

滝
沢　

良
一

　
　
　

担
当	

武
田　

洋
一

　
　
　

担
当	

山
口
小
百
合

機
械
・
車
両
管
理
担
当	

小
林　
　

貴

現在の職員配置です。

組合員・総会・利用者組合員・総会・利用者

（非常勤）理事
（員外）監事
（非常勤）理事
（員外）監事

代表理事
組合長
代表理事
組合長

常勤理事常勤理事

参事
管理職・従業員
参事
管理職・従業員

経営層を、
組合員・利用者等が外部から
牽制・規律付けすること。

経営層を、
組合員・利用者等が外部から
牽制・規律付けすること。

経営層が、
外部からの要請を踏まえて
適切な経営方針の策定と
内部統制の構築等により
経営をコントロールすること。

経営層が、
外部からの要請を踏まえて
適切な経営方針の策定と
内部統制の構築等により
経営をコントロールすること。

ガ
バ
ナ
ン
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

組合組織の構造
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「隣家や道路に木がはみ出している」、「電線に木がかかりそうだ」、
「庭の木が大きくて手におえない」、「土手の草刈りをしたい」
そんな時は・・・

まかせて安心・
確実な 特殊伐採

森林組合 にご相談ください。

見積り無料

お問い合せ先

北信州森林組合　利用事業室　　担当：滝沢、武田　　ＴＥＬ：０２６９－６２－８１１１　ＦＡＸ：０２６９－６７－０１２０

立木の伐倒は非常に難しく危険が伴います。
お困りのことがありましたら、伐採のプロの私
達にお気軽にご相談ください。

◆作業内容◆
・墓地など伐倒困難な場所での作業
・高木の伐採　　・木の頭止め　　・枝落とし
・枝葉の片付け　・草刈り、刈払い　など

伐採・片付けまで全てお任せください。

道路にはみ出た枝の除去

このような作業
おまかせください！庭木の伐採

高木の伐採

街路樹の枝落し
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地
域
山
林
の
紹
介
⑬

三
ヶ
組
（
木
島
平
村
）

三
ヶ
組
と
は
明
治
九
年
に
制
定
さ
れ
た
旧
往
郷
村
と
な
っ
た

八
カ
村
の
内
、
計
見
村
、
計
見
新
田
村
、
庚
新
田
村
の
三
カ
村

で
組
織
さ
れ
て
い
る
、
地
縁
団
体
（
認
可
さ
れ
て
い
な
い
）
の

よ
う
な
組
織
で
す
。

現
在
の
木
島
平
村
往
郷
地
区
に
あ
る
、
中
島
、
西
小
路
、
千

石
、部
谷
沢
、原
大
沢
、上
千
石
、庚
の
七
集
落
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
組
織
が
で
き
た
背
景
は
、
慶
応
年
間
に
計
見
村
、
計
見

新
田
村
、
庚
新
田
村
の
三
カ
村
が
樽
川
か
ら
取
水
し
て
い
た
上

堰
、
下
堰
、
中
島
堰
の
水
利
権
を
不
当
と
す
る
、
旧
上
木
島
村

と
旧
木
島
村
に
あ
っ
た
十
五
カ
村
と
の
用
水
争
論
に
勝
訴
し
、

こ
れ
ら
三
堰
の
水
利
権
が
確
立
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

三
堰
と
こ
の
用
水
争
論
と
、
そ
の
権
利
を
、
永
遠
に
守
り
伝

え
る
た
め
三
カ
村
が
結
束
し
、
共
有
林
を
取
得
し
て
植
林
を
行

い
、
再
び
こ
の
様
な
事
態
と
な
っ
た
時
に
備
え
る
た
め
、
育
林

を
行
い
共
有
財
産
と
し
て
山
林
を
管
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
も
役
員
は
三
堰
の
水
利
権
を
守
る
た
め
、
明
治

三
十
九
年
に
旧
上
木
島
村
が
新
堰
開か

い
さ
く鑿
に
あ
た
っ
て
為か
わ
せ替
堰せ
ぎ

と

し
て
開
鑿
さ
せ
た
大
沢
堰
が
、
約
束
ど
お
り
引
水
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
、
毎
年
土
用
三
番
の
日
に
こ
れ
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
同
日
に
字
谷
上
、落
澤
の
共
有
林
の
境
界
確
認
と
、

落
澤
に
鎮
座
し
て
い
る
五
社
（
三
カ
村
の
産う

ぶ
す
な土
の
神
を
合
祀
）

と
水
穂
神
社
に
あ
る
宗
吾
社（
義
民
佐
倉
宗
吾（
承
応
二
年
没
）

を
祀
っ
た
宗
吾
霊
廟
か
ら
分
霊
を
勧

か
ん
じ
ょ
う請
し
て
建
立
）
の
お
祭
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
平
成
二
十
四
年
（
谷
上
）・
二
十
九
年

（
千
石
）
に
当
組
合
と
森
林
管
理
委
託
契
約
を
締
結

し
、
境
界
明
確
化
事
業
に
よ
り
私
有
林
と
の
境
界
を

確
定
し
ま
し
た
。

慶
応
二
年
水
利
権
を
守
る
た
め
江
戸
幕
府
に

直
訴
す
る
に
あ
た
り
祈
願
し
た
宗
吾
霊
堂
か
ら

分
霊
を
勧
請
し
、
建
立
。

落
澤
に
祀
ら
れ
て
い
る

祠（
五
社
）と
鳥
居
の
よ
う
す

水
穂
神
社
境
内
地
に

鎮
座
し
て
い
る
宗
吾
社

三ヶ組　位置図（境界明確化成果）

所有山林

谷上
落澤
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編集後記
令和元年となって最初の広報誌発行となりまし
た。５月１日の早朝から令和初日の出？を撮影し
ようと待っていました。あいにくの天候でしたが、
飯盛山から日が出る時に雲間ができて、日の出を
撮影できました。良い一年となりますよう祈念しま
した。

合板剥芯販売についてのお願い。

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
、
林
ベ
ニ
ヤ
七
尾
工
場
の

合
板
製
造
工
程
で
、
丸
太
の
桂
剥
き
で
出
る
剥
芯
を

皆
さ
ん
に
安
価
（
一
本
百
五
十
円
）
で
お
譲
り
し
て

い
ま
す
。
毎
年
、た
い
へ
ん
多
く
の
注
文
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
剥
芯
に
つ
い
て
は
、
販
売
当
初
か
ら
『
曲
り
・

反
り
・
ね
じ
れ
・
強
度
』
と
い
っ
た
欠
点
に
つ
い
て

周
知
し
た
上
で
、
果
樹
栽
培
等
で
ご
利
用
し
た
い
方

に
販
売
を
し
て
き
ま
し
た
。

お
買
い
求
め
い
た
だ
い
た
方
は
、
果
樹
栽
培
等

で
支
柱
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

た
だ
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
『
剥
芯
』
で
あ
り
、『
支

柱
用
の
円
柱
』
で
は
無
い
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た

め
て
ご
承
知
お
き
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

曲
り
や
ね
じ
れ
を
、
欠
点
と
し
て
返
品
を
希
望
さ

れ
る
方
が
お
り
ま
す
が
、
通
直
な
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
曲
り
・
ね
じ
れ
を
含
め
て
お
譲
り
し
て
お
り
、

返
品
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

剥
芯
の
返
品
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・・・
製
品
で
は
な
く
、
剥
芯
で
す
。・・・

林
ベ
ニ
ヤ
七
尾
工
場
で
は
、
発
生
す

る
剥
芯
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
チ
ッ
プ

加
工
機
に
運
ば
れ
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
用
の
木
材
チ
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

剥
芯
は
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
流
れ
て

い
る
中
か
ら
、
人
力
で
抜
き
出
し
て
い

た
だ
い
た
物
で
す
。

合
板
製
造
で
は
不
用
な
物
で
す
が
、

人
手
が
か
か
っ
て
い
る
物
で
す
。
ま
た
、

合
板
工
場
へ
丸
太
を
納
品
す
る
ト
ラ
ッ

ク
が
帰
り
に
積
ん
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

な
り
の
運
賃
が
発
生
し
ま
す
。
納
品
に

あ
た
っ
て
は
数
等
の
確
認
が
必
要
で
す

し
、
在
庫
管
理
も
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
経
費
が
か
か
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、『
曲
り
・
反
り
・
ね

じ
れ
』	

で
の
返
品
は
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

『
曲
り
・
反
り
・
ね
じ
れ
』	

の
無
い

製
品
を
ご
希
望
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

支
柱
用
製
品
（
木
な
の
で
完
全
な
通
直

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）
の
注
文
に
も
対

応
で
き
ま
す
の
で
、
別
途
ご
注
文
を
お

願
い
し
ま
す
。

ち
な
み
に
支
柱
用
円
柱
の
参
考
価
格

は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

支
柱
用
円
柱
（
径
６
cm
）

２
ｍ　

９
５
０
円
（
税
込
み
）

３
ｍ　

１
８
５
０
円
（
税
込
み
）

　

※
配
達
費
別
途
必
要
で
す
。

上
の
写
真
を
見
て
い
た
だ
く
と
、
剥
芯
の
木

口
に
年
輪
が
あ
り
ま
す
。
年
輪
は
丸
く
な
っ
て

お
ら
ず
、
丸
太
の
中
心
部
で
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

丸
太
の
中
心
で
な
い
た
め
、
曲
っ
た
り
、
反
っ

た
り
、
ね
じ
れ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
中
心
部

で
は
な
い
た
め
、
強
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

剥
芯
は
合
板
製
造
工
程
の
丸
太
を
桂
剥
き

す
る
際
に
芯
が
残
る
も
の
で
す
。


